
 

監査結果の報告について              

 

地方自治法第１９９条第２項の規定による行政監査を下記のとおり実施したので、同条

第９項の規定により監査の結果に関する報告を、次のとおり公表する。 

 

    令和 ３年 ２月 ８日 

 

山形市監査委員 玉 田 芳 和 

同    村 山 秀 幸 

同    渡 辺   元 

同    中 野 信 吾 

 

１ 監査のテーマ 

  自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の設置及び管理等について 

２ 監査の対象 

⑴ ＡＥＤを設置している施設や大規模イベントなどを所管する部課等 

⑵ ＡＥＤの設置及び管理等を所管する課(消防本部救急救命課) 

３ 監査の期間 

 令和２年６月から令和３年１月まで 

４ 監査の方法 

  監査の対象となるＡＥＤの設置及び管理等について、調査票による照会、関係書

類等の調査及びＡＥＤ設置施設の現地調査等により実施した。 

５ 監査の結果 

  別冊報告書のとおり 
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「自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の設置及び管理等について」 

 

 

 

山 形 市 監 査 委 員 

 

 

 



 

地方自治法第１９９条第２項の規定に基づく行政監査を実施した 

結果は、次のとおりである。 

 

 

 

令和３年２月５日 

 

 

 

山形市監査委員 玉 田 芳 和 

同    村 山 秀 幸 

同    渡 辺   元 

同    中 野 信 吾
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第１ 行政監査について 

  行政監査は、特定の事務事業について、その能率性、効率性及び合理性（地方自治法第２

条第１４項及び第１５項）並びに適法性（地方自治法施行令第１４０条の６）に主眼を置き、

公正で効率的な行政運営を確保するために実施するものである。 

  本市では毎年度１テーマを選定し、定例監査とは別に、独立した形で実施している。 

 

第２ 監査の概要 

 １ 監査のテーマ 

   自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の設置及び管理等について 

 

２ 監査の目的 

 自動体外式除細動器(以下｢ＡＥＤ｣という。)は、心臓に電気ショックを与え、正常な心

臓の動きを取り戻すために用いる医療機器であり、心停止者に対する救命活動時に使用さ

れる。 

平成１６年７月に国により一般市民によるＡＥＤの使用が認められて以降、市有施設等

に設置が進められている。 

市有施設等におけるＡＥＤの設置等について、平成１９年１月に「ＡＥＤ(自動体外式除

細動器)の配備等に係る基本方針」が策定され、教育委員会においては、平成２６年１１月

に「危険等発生時（心停止）における心肺蘇生及びＡＥＤの活用の指針」が作成されてい

る。 

このことから、ＡＥＤを設置している市有施設等におけるＡＥＤの維持管理、設置場所、

及び設置場所の周知方法並びに操作方法等を含む講習等の実施等の現状を把握するととも

に、今後のＡＥＤに係るハードとソフト両面の環境整備の向上に資することを目的とする。 

 

３ 監査の対象 

⑴ ＡＥＤを設置している施設や大規模イベントなどを所管する部課等 

⑵ ＡＥＤの設置及び管理等を所管する課(消防本部救急救命課) 

 

４ 監査の期間 

   令和２年６月から令和３年１月まで 
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５ 監査の実施方法 

   監査の対象となる施設等を調査把握するため、予備調査としてＡＥＤを設置している施

設や大規模イベントなどを所管する課等に対して調査票による調査を行った結果、１６部

等の３４課等から１５６施設、大規模イベント１０件の回答があった。回答施設数及び大

規模イベント数の１５％程度を目途とし、各部毎の回答数や施設の種類を勘案して２６件

を抽出し、関係書類等に基づき監査（予備監査）するとともに、ＡＥＤ設置施設の現地調

査を行った。なお、現地調査は令和２年１０月２０日から１１月１０日に実施した。 

 

６ 監査の主な着眼点 

⑴ ＡＥＤの管理は適切に行われているか。 

⑵ ＡＥＤの設置場所及び表示は適切か。 

⑶ 設置施設関係者に対するＡＥＤの操作方法等の講習等を行っているか。 

⑷ ＡＥＤ設置施設関係者はＡＥＤの操作方法等の講習等を受講しているか。 

⑸ 指定管理施設等におけるＡＥＤの管理等は適切に行われているか。 

⑹ ＡＥＤの設置情報は、市民へ適切に提供されているか。 
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予備監査対象施設等一覧 

※印は指定管理施設等である。 

＊印は大規模イベントである。 

№ 施設等名 設置台数 所管部課等名 

1 山形市楯山コミュニティセンター※ １台 総務部広報課 

2 山形市滝山コミュニティセンター※ １台 総務部広報課 

3 山形市高瀬コミュニティセンター※ １台 総務部広報課 

4 山形市役所 ２台 財政部管財課 

5 最上義光歴史館※ １台 企画調整部文化振興課 

6 山形市総合福祉センター※ １台 福祉推進部生活福祉課 

7 山形市特別養護老人ホーム菅沢荘※ １台 福祉推進部長寿支援課 

8 つばさ保育園 １台 こども未来部こども未来課 

9 べにっこひろば※ １台 こども未来部こども未来課 

10 山形まるごと館紅の蔵※ １台 商工観光部山形ブランド推進課 

11 山形国際交流プラザ※ １台 商工観光部観光戦略課 

12 山形市馬見ヶ崎プール※ １台 まちづくり政策部公園緑地課 

13 山形市大手町駐車場※ １台 都市整備部道路維持課 

14 山形市消防本部 １台 消防本部救急救命課 

15 山形市霞城公民館 １台 教育委員会社会教育青少年課 

16 山形市総合スポーツセンター※ ６台 教育委員会スポーツ保健課 

17 山形市立第五小学校 ２台 教育委員会スポーツ保健課 

18 山形市立第九小学校 ２台 教育委員会スポーツ保健課 

19 山形市立西小学校 ２台 教育委員会スポーツ保健課 

20 山形市立東沢小学校 ２台 教育委員会スポーツ保健課 

21 山形市立第二中学校 ２台 教育委員会スポーツ保健課 

22 山形市立第七中学校 ２台 教育委員会スポーツ保健課 

23 山形市立図書館 １台 教育委員会図書館 

24 山形市立商業高等学校 ４台 教育委員会商業高等学校 

25 山形花笠まつり＊ ３台 商工観光部観光戦略課 

26 山形まるごとマラソン＊ １０台 教育委員会スポーツ保健課 
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第３ 監査の意見 

今回の行政監査は、ＡＥＤを設置している市有施設等におけるＡＥＤの維持管理、設置場所、

及び設置場所の周知方法並びに操作方法等を含む講習等の実施等の現状を把握するとともに、

今後のＡＥＤに係るハードとソフト両面の環境整備の向上に資することを目的として実施した

ところである。 

着眼点ごとの意見は下記のとおりである。 

○着眼点１ ＡＥＤの管理は適切に行われているか 

予備調査の集計結果において、ＡＥＤの本体のインジケータランプの点検頻度について、

「実施していない」と回答した施設が１８件、１１．１％あった。 

また、ＡＥＤを設置している各施設においては、ＡＥＤを使用した際、速やかに消耗品等を

補充する手だてを講じ、ＡＥＤを常に正常な状態で使用できるよう管理する必要があるが、現

地調査では、使用期限の切れた消耗品等が見受けられた。 

市有施設に設置されているＡＥＤの多くは、救急救命課において一括してＡＥＤ賃貸借契約

事務を行っており、賃貸借契約仕様書では、ＡＥＤセットの導入時に、設置事業者は施設等の

職員に対し、①機器および消耗品・付属品の使用方法について、②保守体制・サポートについ

て、③日常点検について、説明等を行うこととしている。これを受け、施設等の職員は設置事

業者の説明に従い、日常点検を実施することになるが、その他購入して配備している施設を含

め、設置されたＡＥＤを実際に使用することを想定し、電極パッドやバッテリーの交換時期等

の把握と日常点検等により、適切な管理に努められたい。 

○着眼点２ ＡＥＤの設置場所及び表示は適切か 

ＡＥＤを有効に活用し、救命の効果を高めるには、心停止から５分以内にＡＥＤの装着がで

きる体制が望まれるため、適切な場所に設置し、その位置を分かりやすく表示する必要がある。 

規模が大きく、多くの人が利用する施設において、ＡＥＤの設置場所まで誘導する案内表示

がないものが見受けられた。緊急時を想定し、施設の職員のみならず、居合わせた人にも設置

場所が容易に把握できるように表示することを検討されたい。 

○着眼点３ 設置施設関係者に対するＡＥＤの操作方法等の講習等を行っているか 

救急救命課が、令和元年度中に実施したＡＥＤの操作方法等の講習会は、事業所・学校関係・

各種団体等を対象とし、実施回数１７１回、受講者数は延べ４，４４４人であった。受講団体

別では、講習会実施回数の８４．２％が事業所及び各種団体等の市民を対象とした講習会とな

っており、ＡＥＤの操作方法等について幅広い普及をめざし、努力されている。 
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○着眼点４ ＡＥＤ設置施設関係者はＡＥＤの操作方法等の講習等を受講しているか 

予備監査対象施設においては、全ての施設で講習会を受講した職員がいる状況であった。し

かしながら、ＡＥＤを使用する事態が発生した際に、受講した職員が不在であるといった状況

も想定されるため、今後も引き続き受講率の向上に取り組まれたい。 

○着眼点５ 指定管理施設等におけるＡＥＤの管理等は適切に行われているか 

現地調査を行った施設では、全てＡＥＤは使用可能な状態にあり、施設利用者のわかりやす

い場所に設置され、表示されていた。また、前述のとおりＡＥＤ操作方法等の講習を受講して

いる職員等が配置されていた。 

予備調査の結果では、ＡＥＤを設置している施設の中で、指定管理者制度を導入している施

設が３７件（２３．７％）あり、うち１６件（４３．２％）が協定書又は仕様書等において日

常点検の実施について明記されていない状況となっている。指定管理施設や運営等業務委託施

設においては、協定書や仕様書または契約書に、ＡＥＤの管理等について記載し、適切に管理

する体制を整えることが望ましい。 

○着眼点６ ＡＥＤの設置情報は、市民へ適切に提供されているか 

ガイドラインに基づき、一般財団法人日本救急医療財団や山形市のホームページにＡＥＤの

設置情報が掲載されている。予備調査の段階では同財団のホームページへの登録について「登

録していない」もしくは「わからない」と回答した台数が６５台（２８.０％）あった。市のホ

ームページにリンクが張られた、同財団のＡＥＤマップに掲載されている市有施設のＡＥＤ設

置場所の表示は、山形市消防本部が把握している情報に基づいているものである。救急救命課

においては、市民に対する適切なＡＥＤの設置情報の提供という観点において、ＡＥＤの設置

場所や設置台数に新設・変更・廃止があった場合、随時ＡＥＤマップの情報を更新することが

望まれる。緊急時に速やかに正確なＡＥＤの設置場所を認識してもらうため、今後も検討を進

められたい。 

なお、施設によっては近隣地域のＡＥＤマップ等を独自に作成又は掲示している施設もある

ので、より多くの市民へ情報を提供する手段として参考にされたい。  

 

本市においては平成１９年１月に「ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の配備等に係る基本方針」

を策定し、市有施設等において、ＡＥＤの配備を進めるとともに、市民への啓発等を進めてき

た。 



 

 

－６－ 

 

そのなかで平成２６年に学校管理下において、拡張型心筋症による心室細動により死亡する

という大変痛ましい事故が発生した。その際、最寄りのＡＥＤは昇降口内に設置されていた

が、昇降口は夜間で施錠してあったため、使用することができない状況であったことが報告さ

れている。これを受け、教育委員会では、平成２６年１１月、学校管理下において傷病者が発

生した場合のうち、「心停止」に焦点化した「危険等発生時（心停止）における心肺蘇生及び

ＡＥＤ活用の指針」を作成している。今回の予備監査において、当該指針の認識を学校に確認

したところ、認識が不十分である学校も見受けられたところである。指針には、「ＡＥＤの設

置場所と管理の徹底」について、学校保健安全法の視点を含め、具体的に記載されている。小

中高等学校においては、児童生徒の安全の確保のために、ＡＥＤがいつでも利用できるような

体制となっているか改めて指針を確認していただきたい。 

また、教育委員会では、市民の生涯学習の振興と健康の増進に寄与することを目的として、

小中学校の体育館や特別教室等を開放する事業を実施している。小中学校では、社会体育にお

けるＡＥＤの使用も想定して体育館にも設置しているが、施設の状況によっては、特別教室等

及びグラウンドのみの使用の際、施錠された体育館や職員室などＡＥＤが設置された場所に立

ち入れない状況も想定される。他の市有施設においても同様に、ＡＥＤは外気温の変化等が機

器に悪影響を与えるため屋外に設置することが難しいことなどから、設置場所が制限され、Ａ

ＥＤ設置施設を利用していてもアクセスできない状況が発生しうる。屋外を含め、施設の貸し

出し中においてＡＥＤが必要となった場合、いつでも利用可能な環境となるよう、各市有施設

の特性に応じた対応を検討されたい。 

救急救命課においては令和元年度からＡＥＤ賃貸借契約事務を所管しており、応急手当の普

及啓発を統括する所管課として、ＡＥＤの適正な配備数の確認、日常点検や管理等についてさ

らなる施設への指導・周知が期待される。今後も取り組み意識の向上に努められたい。  

今回の監査で、山形市の施設及び関連イベントにおいては、令和元年度において６件のＡＥ

Ｄ使用例があった。この件数は決して少ないものとは言えず、ＡＥＤが必要となる状況が、市

民生活と隣り合わせに存在していることを改めて示しているものと考える。 

救うことのできる命を目の前にした時、市民誰もが行動できるよう、今後ともＡＥＤの適切

な配備と管理、さらには操作方法等についての啓発を一層推進されるよう望むものである。 
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第４ 監査の結果 

対象とした２６施設等について、着眼点ごとの監査の結果は次のとおりである。 

本報告において、通知等の略語は次のとおりとした。 

厚生労働省通知１・・・平成１６年７月１日厚生労働省医政局長通知 

「非医療従事者による自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の使用について」 

厚生労働省通知２・・・平成２１年４月１６日厚生労働省医政局長通知 

         「自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の適切な管理等の実施について」 

厚生労働省通知３・・・平成２７年８月２５日厚生労働省医政局長通知 

       「自動体外式除細動器（ＡＥＤ）設置登録情報の有効活用等について」 

ガ イ ド ラ イ ン・・・令和元年５月１７日厚生労働省医政局長通知 

           「自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の適正配置に関するガイドラインの

補訂について」 

基 本 方 針・・・平成１９年１月 山形市作成 

        「ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の配備等に係る基本方針」 

 

１ ＡＥＤの管理は適切に行われているか（着眼点１） 

⑴ ＡＥＤの日常点検を実施していなかったもの 

№ 施設名 設置場所 

１８ 山形市立第九小学校 職員室（室外・廊下側）、屋内運動場 

２１ 山形市立第二中学校 通路 

ＡＥＤの設置者は、設置したＡＥＤの日常点検等を実施する者として「点検担当者」を配

置し、日常点検を実施することとしている（厚生労働省通知２）。 

点検担当者は、ＡＥＤ本体のインジケータのランプの色や表示により、ＡＥＤが正常に使 

用可能な状態を示していることを日常的に確認し、記録することとなっている。また、消耗

品の管理としてＡＥＤに取り付けられている電極パッドやバッテリーの交換時期、使用期限

等を日頃から把握し、適切に交換する必要があるものとされている（厚生労働省通知２）。 

なお、ＡＥＤは本体にプログラムされた自己診断機能により、毎日、毎週、毎月のサイク 

ルで自動的に機能チェックを行っている。設置者は各施設で設置しているＡＥＤの機種に応

じて、説明書に記載された頻度に従い日常点検を行うことになる。 

 点検担当者を配置し、日常点検を実施されたい。 
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窓とインジケータランプとの間に書

類等があり確認できない 

窓から正常である「〇」が確認できる 

⑵ ＡＥＤのインジケータ表示が確認できなかったもの 

№ 施設名 設置場所 

１８ 山形市立第九小学校 職員室（室外・廊下側） 

２２ 山形市立第七中学校 職員室（室内） 

前述のとおり、点検担当者は、ＡＥＤ本体のインジケータのランプの色や表示により、Ａ

ＥＤが正常に使用可能な状態を示していることを日常的に確認することになっている。 

しかしながら、ＡＥＤ本体に収納されている書類等によって表示が隠れてしまっており、

インジケータランプの表示が確認できない状態にあるものがあった。［写真１］ 

（正常な表示の事例は［写真２］） 

ＡＥＤのインジケータランプの表示は常に確認できるように、管理されたい。 

 

［写真１］                 ［写真２］ 

インジケータ表示が確認できなかったもの   インジケータ表示が確認できたもの 
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⑶ ＡＥＤの日常点検を実施しているが、記録していなかったもの 

№ 施設名 設置場所 

５ 最上義光歴史館 事務室（室外・廊下側） 

１０ 山形まるごと館紅の蔵 廊下 

１２ 山形市馬見ヶ崎プール 事務室（室内） 

１３ 山形市大手町駐車場 事務室（室外・廊下側） 

１５ 山形市霞城公民館 事務室（室外・廊下側） 

１７ 山形市立第五小学校 職員室（室内）、屋内運動場 

１９ 山形市立西小学校 職員室（室内）、屋内運動場 

２０ 山形市立東沢小学校 屋内運動場 

２３ 山形市立図書館 玄関出入口（屋内） 

⑴で記述のとおり、ＡＥＤが正常に使用可能な状態を示していることを日常的に確認し、

記録することとなっているが、点検結果の記録をしていない施設があった。［写真３］ 

点検結果の記録については、インジケータのランプの色や画面の表示等により使用可能な

状態であるかを記載する（例えば丸印を付けるなど）のみで十分であり、また、決められた

様式はなく、カレンダーに丸印を記入するのみでもよいとされている（厚生労働省「ＡＥＤ

の適切な実施に係るＱ＆Ａ」）。 

（日常点検チェックリスト活用事例は［写真４］） 

 日常点検の結果については、目視のみならず、記録するよう改められたい。 
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［写真３］ 

日常点検チェックリストが活用されていなかった事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［写真４］ 

日常点検チェックリストの活用事例 
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⑷ 電極パッド（成人用）の使用期限が切れていたもの 

№ 施設名 設置場所 

１６ 山形市総合スポーツセンター 玄関出入口（屋内） 

№１６山形市総合スポーツセンターの玄関出入口（屋内）に設置されているＡＥＤに付属

している、予備電極パッドの使用期限（使用期限 2020-05-31）が切れていた。 

当該ＡＥＤは、令和元年１０月６日に行われた、№２６山形まるごとマラソンで、参加者

に使用した経緯があり、ＡＥＤ使用後の翌日に、事業者が代替ＡＥＤを配置し、２日後に電

極パッド等を補充した状態で従来のＡＥＤを配置していた。これは、当該ＡＥＤは山形市が

集合契約※をしており、仕様書では「実使用時の使用消耗品の補充及び電極パッドとバッテ

リーの定期交換は事業者が実施すること」に基づき行われたものである。 

（※集合契約とは、複数課にある同種同様の契約業務をまとめて処理する契約方法。市全体

のコスト縮減、契約事務量の軽減等を図っている。） 

 

 ⑸ 備品シールが貼付されていなかったもの 

№ 施設名 設置場所 

１０ 山形まるごと館紅の蔵 廊下 

今回の予備監査で備品登録をしているのは１台であったが、備品シールが貼付されていな

かった。備品管理は、適正に行われたい。 

 

２ ＡＥＤの設置場所及び表示は適切か（着眼点２） 

⑴ 施設の入口に、ＡＥＤを設置している施設である表示がなかったもの 

 

 

 

  

№ 施設名 設置場所 

５ 最上義光歴史館 事務室（室外・廊下側） 

１０ 山形まるごと館紅の蔵 廊下 

１４ 山形市消防本部 事務室（室内） 
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⑵ 施設内に、ＡＥＤの設置場所まで誘導する案内表示をすることが望ましいもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

厚生労働省通知３には、ＡＥＤを有効に使用するための表示に係る必要な整備について、

ＡＥＤが必要な時に、ＡＥＤを設置している場所にたどり着けるよう、施設の入口において

はステッカーを表示すること、施設内ではＡＥＤの設置場所まで誘導する案内表示を置くこ

となどの取り組みをすることが記載されている。さらに、ガイドラインにおいては、心停止

発生から長くても５分以内にＡＥＤの装着ができる体制が望まれるため、ＡＥＤの配置場所

が容易に把握できるように施設の見やすい場所に配置し、位置を示す掲示、あるいは位置案

内のサインボードなどを適切に掲示することが求められるとしている。 

（設置表示例は［写真５］［写真６］） 

ＡＥＤは緊急時に、一般人も使用することが想定されている。そのため、施設の規模が大

きく、緊急時においてＡＥＤの設置場所を容易に見つけることが難しい施設においては、施

設内にＡＥＤの設置場所まで誘導する案内表示をすることが望ましい。 

（案内表示例は［写真７］［写真８］）。 

 

 

 

 

 

  

№ 施設名 設置場所 

２ 
山形市滝山コミュニティセン

ター 
玄関出入口（屋内） 

４ 山形市役所 事務室（室内） 

１１ 山形国際交流プラザ 玄関出入口（屋内） 

１２ 山形市馬見ヶ崎プール 事務室（室内） 

１６ 山形市総合スポーツセンター 

玄関出入口（屋内）、事務室（室内）、

屋外プール、屋内プール、合宿所、

テニスコート 
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［写真５］  

 入口のＡＥＤ設置施設表示例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［写真６］ 

入口のＡＥＤ設置施設表示例 
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 ［写真７］ 

  案内表示例 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   ［表示場所：１階廊下］ 

 

 ［写真８］ 

案内表示例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ［表示場所：昇降口］ 

 



 

 

－１５－ 

 

３ 設置施設関係者に対するＡＥＤの操作方法等の講習等を行っているか（着眼点３） 

救急救命課が、令和元年度中に実施したＡＥＤの操作方法等の講習会は、事業所・学校関 

係・各種団体等を対象とし、実施回数１７１回、受講者数は延べ４，４４４人であった。 

受講団体別では、講習会実施回数の８４．２％が事業所及び各種団体等の市民を対象とした

講習会であった。 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和２年３月は講習会を中止せざるを得な 

い状況であったが、毎年、ＡＥＤ操作方法等を含めた応急手当講習会を計画的に実施してい 

る。また、令和２年７月以降、調査時までにおいては、新型コロナウイルス感染症対策を講 

じた応急手当講習会を実施していた。 

 

４ ＡＥＤ設置施設関係者はＡＥＤの操作方法等の講習等を受講しているか（着眼点４） 

ガイドラインにおいては、ＡＥＤ設置施設関係者は、より高い頻度でＡＥＤを用いた救命 

処置を必要とする現場に遭遇する可能性があるため、日頃から施設内の最寄りのＡＥＤ設置 

場所を把握しておくとともに、ＡＥＤを含む心肺蘇生の訓練を行うことが望まれるとされて 

いる。予備調査の集計では、正職員・会計年度任用職員・委託事業者等のうち、７３．８％

が受講しており、これは、予備監査対象施設においては、すべての施設にＡＥＤ操作方法等

を受講している職員等がいる状況であった。しかしながら、ＡＥＤを使用する事態が発生し

た際に、訓練を受けた職員が不在であるといった状況も想定されるため、今後も引き続き受

講率の向上に取り組まれたい。 

また、複数の施設を管理している指定管理者において、所管する施設の全職員を対象とし

て独自に毎年年１回の講習を実施し、受講率の向上を図っている事例もあった。各施設にお

いて定期的な講習等の受講により、適切な知識の習得に努められたい。 

 

５ 指定管理施設等におけるＡＥＤの管理等は適切に行われているか（着眼点５） 

予備監査対象施設のうち、指定管理者制度導入施設は８施設あり、運営等業務委託施設は 

４施設あった。指定管理施設のうち、７施設の管理運営業務仕様書には、「ＡＥＤを常時使用

可能な状態に保つこと、施設利用者にわかりやすい場所に設置し表示すること、使用方法を

含む救急救命方法等の知識・技能を職員に習得させること」の旨が記載されていた。 

現地調査では全ての施設においてＡＥＤは使用可能の状態にあり、施設利用者のわかりや

すい場所に設置され、表示されていた。また、前述のとおりＡＥＤ操作方法等の講習を受講
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している職員等が配置されていた。 

運営等業務委託施設のうち、コミュニティセンターの委託契約書にはＡＥＤに関する記載

は無いが、所管課においてＡＥＤ日常点検チェックリストを配布するとともに、ＡＥＤ操作

方法等の講習会を開催していた。 

 

６ ＡＥＤの設置情報は、市民へ適切に提供されているか（着眼点６） 

ガイドラインにおいては、ＡＥＤを有効に機能させるために管轄地域のＡＥＤ設置情報を

把握し、適正配置に努めることが望ましく、また、地域のＡＥＤ設置情報を積極的に一般財

団法人日本救急医療財団や地方公共団体が運営するＡＥＤマップに登録し、住民に情報提供

することが望ましいと記載されている。山形市のホームページには市有施設関連に配備して

いるＡＥＤ設置情報として設置施設名、設置場所、設置台数及び施設の住所が掲載されてい

る。さらに、ホームページのトップページには一般財団法人日本救急医療財団のホームペー

ジへのリンクが張られ、市内に設置されているＡＥＤの検索ができるようになっている。 

予備調査の集計では、一般財団法人日本救急医療財団ホームページへの登録について、

「登録している」と回答した台数は１６７台７２．０％、「登録していない」と回答した台

数は、４９台２１．１％、「わからない」と回答した台数が１６台あった。市有施設に配置

している全てのＡＥＤ設置情報を登録することが望ましい。 

 また、施設独自の取組として、「施設近隣地域のＡＥＤマップ等を作成又は掲示している」

と回答した施設が３２施設２０．５％あった。 

（施設近隣地域のＡＥＤマップの作成事例は［写真９］） 
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 施設近隣地域のＡＥＤマップの例 

 ［写真９］ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ［表示場所：小学校体育館入口付近］ 

 

７ 大規模イベントにおけるＡＥＤ配置等について 

今回の行政監査では、令和元年度に実施した大規模イベントにおけるＡＥＤ配備状況と市 

民への周知方法についても予備監査対象とし、書類の確認と所管課への聞取りにより監査を

実施した。 

基本方針においては、市が関係するイベントについて、市医師会等からの借用等により、

ＡＥＤを準備するとされている。また、ガイドラインにおいては、大規模な市民参加型マラ

ソン大会で数多くの心停止が報告されているが、ＡＥＤが導入されていたため心拍が再開し

生存者の数が増えてきており、そのため、参加者が５，０００人を超えるようなマラソン大

会では定点配置のみならず、伴走車や自転車隊などを利用したモバイルＡＥＤ体制も有用で

あるとされている。 

№２５山形花笠まつりでは、ＡＥＤを３カ所に配備し、広報用リーフレットにＡＥＤ設置   

個所を明示し、広く周知していた。№２６山形まるごとマラソンでは、参加者が         

５，０００人を超える大規模なマラソン大会であり、２カ所の救護所に３台、２人１組で  

７チームのＡＥＤモバイル隊がコース全域をカバーする体制をとっていた。 
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８ 山形市におけるＡＥＤ使用実績 

  予備調査の結果では、令和元年度に６件のＡＥＤ使用実績があった。 

 ⑴ 施設における使用実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ イベントにおける使用実績 

 

 

 

 

 

 

 

  

 施設の種類 状況等 

① 福祉施設 
意識消失のためＡＥＤを装着したが、貧血のため電気

ショックは必要とされなかった。 

② 福祉施設 
心肺停止のためＡＥＤを装着、電気ショックを与え、

その後救急搬送した。 

③ 福祉施設 
医務室において看護師が対応した。ＡＥＤを装着した

が、電気ショックは必要とされなかった。 

④ スポーツ施設 
下記「⑵イベントにおける使用実績」②に貸し出した

ものである。 

⑤ 
小・中・高等

学校 

保健室で休憩中に意識が無くなった。呼吸が停止して

いるかどうかの判断ができなかったなかでＡＥＤを装

着したが、電気ショックは必要とされなかった。 

 イベントの種類 状況等 

① 観光イベント 
イベント中に倒れたため、ＡＥＤを装着、電気ショ

ックを与え、その後救急搬送した。 

② スポーツイベント 

イベント後に倒れこみ、意識及び呼吸がなくＡＥＤ

を装着、電気ショックを与え、その後救急搬送し

た。（上記「⑴ 施設における使用実績」④の施設

に設置されているＡＥＤを使用） 
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第５ 予備調査の結果 

   ＡＥＤを設置している施設や大規模イベントなどを所管する課等に対して調査票によ

る照会をした結果、回答のあった１５６施設、大規模イベント１０件、調査項目ごとに

集計すると、次のとおりである。 

   なお、表及び文中の割合は、小数点以下第２位を四捨五入し、同第１位までを記載して 

いる。表中の割合の合計については、一致しない場合がある。 

 

１ 施設の概要及びＡＥＤの設置状況等について 

(1)施設の種類 

回 答 項 目 施設数 割合 

文化・観光施設 １０ ６．４％ 

スポーツ施設 １２ ７．７％ 

福祉施設 ９ ５．８％ 

児童福祉施設 １６ １０．３％ 

小・中・高等学校 ５０ ３２．１％ 

公民館・コミュニティセンター ２８ １７．９％ 

環境衛生施設 ３ １．９％ 

病院 １ ０．６％ 

消防 ２ １．３％ 

市庁舎等 ３ １．９％ 

駐車場・公園等 ９ ５．８％ 

その他 １３ ８．３％ 

合 計 １５６ １００．０％ 

小・中・高等学校が５０施設（３２．１％）、次いで公民館・コミュニティセンターが

２８施設（１７．９％）であった。「その他」には、市民活動支援センターや学校給食セ

ンターなどを含んでいる。 

 

 

 



 

 

－２０－ 

 

(2)指定管理者制度導入の有無 

回 答 項 目 施設数 割合 

あり ３７ ２３．７％ 

なし １１９ ７６．３％ 

合 計 １５６ １００．０％ 

指定管理者制度導入「あり」は３７施設（２３.７％）、「なし」は１１９施設（７６．３％）

だった。 

(3)ＡＥＤの設置者 

回 答 項 目 施設数 割合 

市 １４５ ９２．４％ 

指定管理者 １０ ６．４％ 

その他 ２ １．３％ 

合 計 １５７ １００．０％ 

市が１４５施設（９２．４％）、指定管理者が１０施設（６．４％）だった。「その他」

は公営企業事業者（山形市上下水道部、山形市立病院済生館）となっている。 

※複数項目に該当していると回答したものがあったため、合計は１５６件を超える。 

(4)取得方法 

回 答 項 目 施設数 割合 

購入 ３ １．９％ 

賃貸借（個別契約） ２０ １２．７％ 

賃貸借（集合契約） １３４ ８５．４％ 

その他 ０ ０．０％ 

合 計 １５７ １００．０％ 

賃貸借（集合契約）が１３４施設（８５．４％）、次いで賃貸借（個別契約）が２０施

設（１２．７％）だった。施設で「購入」が３施設（１．９％）あった。 

※複数項目に該当していると回答したものがあったため、合計は１５６件を超える。 
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(5)設置台数（令和２年６月１日現在） 

台数 

２３２ 

令和２年６月１日現在、市が所管しているＡＥＤの設置台数は２３２台だった（指定管 

理施設等を含む）。 

(6)当初設置（取得）年月 

回 答 項 目 施設数 割合 

平成１６年度から２４年度 １１７ ７５．０％ 

平成２５年度から２８年度 ２３ １４．７％ 

平成２９年度から３０年度 ６ ３．８％ 

令和元年度 １ ０．６％ 

令和２年度 ５ ３．２％ 

不明 ４ ２．６％ 

 合 計 １５６ １００．０％ 

平成１６年度から２４年度に設置した施設数は１１７施設（７５．０％）、次いで平成

２５年度から２８年度に設置した施設数は２３施設（１４．７％）であった。市が所管し

ている施設には平成２８年度までで１４０施設（８９．７％）がＡＥＤを設置していた。 

(7)現在設置している機種の設置（取得）年月 

回 答 項 目 台数 割合 

平成１６年度 ３ １．３％ 

平成１７年度から２１年度 ０ ０．０％ 

平成２２年度から２８年度 １６ ６．９％ 

平成２９年度から３０年度 １２２ ５２．６％ 

令和元年度以降 ９１ ３９．２％ 

 合 計 ２３２ １００．０％ 

平成２９年度から３０年度に設置した台数が１２２台（５２．６％）、令和元年度以降 

が９１台（３９．２％）だった。平成１６年度に設置した台数は３台（１．３％）あっ 

た。 
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(8)設置場所 

回 答 項 目 台数 割合 

玄関出入口（屋内） ３６ １５．５％ 

玄関出入口（屋外） ０ ０．０％ 

事務室・職員室等（室内） ３８ １６．４％ 

事務室・職員室等 
（室外・廊下側） 

５７ ２４．６％ 

通路 ２１ ９．１％ 

屋内運動場 ４２ １８．１％ 

保健室（室内） １ ０．４％ 

保健室（室外） ４ １．７％ 

屋外 ２ ０．９％ 

その他 ３１ １３．４％ 

 合 計 ２３２ １００．０％ 

事務室・職員室等（室外・廊下側）に設置台数が５７台（２４．６％）、次いで屋内運動 

  場に設置台数が４２台（１８．１％）だった。玄関出入口（屋外）に設置台数は０台 

（０．０％）だった。 

(9)建物外でのＡＥＤ設置の表示 

回 答 項 目 施設数 割合 

あり １１４ ７３．１％ 

なし ４２ ２６．９％ 

 合 計 １５６ １００．０％ 

建物外にＡＥＤ設置の表示について、「あり」が１１４施設（７３．１％）、「なし」が

４２施設（２６．９％）あった。 
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(10)建物内でのＡＥＤ設置場所の案内表示 

回 答 項 目 施設数 割合 

あり １３５ ８６．５％ 

なし ２１ １３．５％ 

 合 計 １５６ １００．０％ 

建物内にＡＥＤ設置場所の案内表示について、「あり」が１３５施設（８６．５％）、 

「なし」が２１施設（１３．５％）だった。 

(11)ＡＥＤの耐用年数 

回 答 項 目 台数 割合 

４年 ５ ２．２％ 

５年～６年 ５１ ２２．０％ 

７年～８年 １５７ ６７．７％ 

９年以上 １ ０．４％ 

不明 １８ ７．８％ 

 合 計 ２３２ １００．０％ 

ＡＥＤの耐用年数は７年～８年の台数が１５７台（６７．７％）、５年～６年の台数が 

５１台（２２．０％）だった。９年以上が１台（０．４％）あった。 

(12)ＡＥＤの小児への対応 

回 答 項 目 台数 割合 

対応している ２２２ ９５．７％ 

対応していない ９ ３．９％ 

不明 １ ０．４％ 

 合 計 ２３２ １００．０％ 

ＡＥＤが小児へ「対応している」のは２２２台（９５．７％）、「対応していない」は９ 

台（３．９％）だった。 
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２ ＡＥＤの管理状況について 

(13)「ＡＥＤの適正配置に関するガイドライン」の内容について 

回 答 項 目 施設数 割合 

認識している １５１ ９６．８％ 

認識していない ５ ３．２％ 

 合 計 １５６ １００．０％ 

 厚生労働省が通知しているガイドラインの内容について「認識している」施設は１５１

施設（９６．８％）、「認識していない」施設は５施設（３．２％）だった。 

(14)日常点検マニュアルの有無 

回 答 項 目 施設数 割合 

あり １２０ ７５．９％ 

なし ３８ ２４．１％ 

 合 計 １５８ １００．０％ 

日常点検マニュアルが「あり」と回答した施設は１２０施設（７５．９％）、「なし」と

回答した施設は３８施設（２４．１％）だった。 

※複数台数を設置している施設において、複数回答したものがあったため、合計は１５６件

を超える。 

(15) 日常点検者の有無 

回 答 項 目 施設数 割合 

あり １２５ ７９．１％ 

なし ３３ ２０．９％ 

 合 計 １５８ １００．０％ 

 日常点検者の有無について、「あり」と回答した施設は１２５施設（７９．１％）、「なし」

と回答した施設は３３施設（２０．９％）あった。 

※複数台数を設置している施設において、複数回答したものがあったため、合計は１５６件

を超える。 
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(16) 日常点検記録の有無 

回 答 項 目 施設数 割合 

あり １０６ ６５．８％ 

なし ５５ ３４．２％ 

 合 計 １６１ １００．０％ 

 ＡＥＤの日常点検記録の有無について、「あり」と回答した施設は１０６施設（６５．８％）、

「なし」と回答した施設は５５施設（３４．２％）だった。 

※複数台数を設置している施設において、複数回答したものがあったため、合計は１５６件

を超える。 

(17) ＡＥＤの本体のインジケータランプの点検頻度 

回 答 項 目 施設数 割合 

毎日 ４６ ２８．４％ 

週１回 ２４ １４．８％ 

月１回 ４１ ２５．３％ 

不定期 ２２ １３．６％ 

実施していない １８ １１．１％ 

その他 １１ ６．８％ 

 合 計 １６２ １００．０％ 

 インジケータランプの点検頻度は「毎日」実施している施設は４６施設（２８．４％）、次

いで「月１回」は４１施設（２５．３％）だった。「実施していない」施設は１８施設 

（１１．１％）だった。「その他」には賃貸借業者の実施や学校安全点検時において実施等が

含まれている。 

※複数台数を設置している施設において、複数回答したものがあったため、合計は１５６件

を超える。 
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(18) 電極パッドの交換時期を表示したラベルの貼付 

回 答 項 目 台数 割合 

貼付あり ２１７ ９３．５％ 

貼付なし １４ ６．０％ 

不明 １ ０．４％ 

 合 計 ２３２ １００．０％ 

 電極パッドの次回交換時期を表示したラベルの貼付については、「貼付あり」と回答し

た台数は２１７台（９３．５％）、「貼付なし」と回答した台数は１４台（６．０％）あっ

た。 

 (19) バッテリーの交換時期を表示したラベルの貼付 

回 答 項 目 台数 割合 

貼付あり １９２ ８２．８％ 

貼付なし ３９ １６．８％ 

不明 １ ０．４％ 

 合 計 ２３２ １００．０％ 

 バッテリーの次回交換時期を表示したラベルの貼付については、「貼付あり」と回答し

た台数は１９２台（８２．８％）、「貼付なし」と回答した台数は３９台（１６．８％）あ

った。 

 (20) 交換時期を超過した電極パッド又はバッテリーの有無 

回 答 項 目 台数 割合 

あり ０ ０．０％ 

なし ２３１ ９９．６％ 

不明 １ ０．４％ 

 合 計 ２３２ １００．０％ 

 交換時期を超過した電極パッド又はバッテリーの有無について「なし」と回答した台数

が２３１台（９９．６％）あった。 
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 (21) 令和元年度における施設でのＡＥＤ使用実績の有無 

回 答 項 目 施設数 人数 割合 

あり ４ ５ ２．６％ 

なし １５２   ９７．４％ 

 合 計 １５６ ５ １００．０％ 

 令和元年度において、ＡＥＤ使用実績のある施設は４施設（２．６％）あった。使用し

た人数は５人だった。 

※「あり」と回答した施設数及び人数に市立病院は含まれていない。 

 (22) 指定管理者制度導入施設における協定書又は仕様書等への日常点検の記載について 

回 答 項 目 施設数 割合 

明記されている ２１ ５６．８％ 

明記されていない １６ ４３．２％ 

 合 計 ３７ １００．０％ 

  指定管理者制度導入施設において、協定書又は仕様書等への日常点検の記載につい

て、「明記されている」施設は２１施設（５６．８％）、「明記されていない」施設は１６

施設（４３．２％）あった。 

(23) ＡＥＤの設置・管理等について指定管理者から市への報告について 

回 答 項 目 施設数 割合 

求めている １９ ５１．４％ 

求めていない １８ ４８．６％ 

 合 計 ３７ １００．０％ 

ＡＥＤの設置・管理等についての指定管理者から市への報告について、「求めている」

施設は１９施設（５１．４％）、「求めていない」施設は１８施設（４８．６％）であっ

た。 
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３ ＡＥＤの操作に係る研修状況について 

(24) 職員等の人数及び講習会受講者数（消防職・医療職を除く） 

回 答 項 目 人数 割合 
うち講習会 
受講者数 

受講割合 
(回答項目別) 

正職員 ２，１２３ ６０．３％ １，７５０ ８２．４％ 

会計年度任用職員 ５７５ １６．３％ ３１９ ５５．５％ 

委託事業者等 ８２０ ２３．３％ ５２６ ６４．１％ 

 合 計 ３，５１８ １００．０％ ２，５９５ ７３．８％ 

 ＡＥＤの操作に係る研修状況は、回答者数全体の７３．８％が受講していた。 

※委託事業者等のうち講習会受講者数には市立病院は含まれていない。 

(25) 施設独自の講習会の実施 

回 答 項 目 施設数 割合 

あり ８９ ５７．１％ 

なし ６７ ４２．９％ 

 合 計 １５６ １００．０％ 

施設独自にＡＥＤの操作に係る研修を実施している施設は８９施設（５７．１％）、実

施してない施設は６７施設（４２．９％）あった。 

(26) 消防本部救急救命課が実施した講習会実施回数及び延べ参加人数 

回  数 人  数 

１７１ ４，４４４ 

 

  



 

 

－２９－ 

 

４ 市民へのＡＥＤの設置情報の提供について 

(27)  一般財団法人日本救急医療財団ホームページへの登録について 

回 答 項 目 台数 割合 

登録している １６７ ７２．０％ 

登録していない ４９ ２１．１％ 

わからない １６ ６．９％ 

 合 計 ２３２ １００．０％ 

 一般財団法人日本救急医療財団ホームページへの登録について、「登録している」台数

が１６７台（７２．０％）、「登録していない」台数は４９台（２１・１％）、「わからな

い」台数が１６台（６．９％）あった。 

※回答内容は各課等が調査票を作成した時点におけるものである。 

(28) 施設近隣地域のＡＥＤマップ等について 

回 答 項 目 施設数 割合 

作成又は掲示している ３２ ２０．５％ 

していない １２４ ７９．５％ 

 合 計 １５６ １００．０％ 

  施設近隣地域のＡＥＤマップ等について「作成又は掲示している」施設は３２施設 

（２０．５％）、「していない」施設は１２４施設（７９．５％）だった。 

５ 大規模イベント開催時におけるＡＥＤの設置状況等 

  (29) イベント開催時におけるＡＥＤ設置の有無 

回 答 項 目 件数 割合 

あり ８ ８０．０％ 

なし ２ ２０．０％ 

 合 計 １０ １００．０％ 

  大規模イベント開催時におけるＡＥＤの設置については、「あり」と回答した件数は 

８件（８０．０％）、「なし」が２件（２０．０％）だった。 

  

  



 

 

－３０－ 

 

(30) ＡＥＤの設置者 

回 答 項 目 件数 割合 

市 ２ ２２．２％ 

その他 ７ ７７．８％ 

 合 計 ９ １００．０％ 

ＡＥＤの設置者は「市」が２件（２２．２％）、「その他」が７件（７７．８％）だっ

た。「その他」には、イベント実行委員会や事務局等が含まれている。 

 (31) 取得方法 

回 答 項 目 件数 割合 

購入 ０ ０．０％ 

賃貸借 ７ ７７．８％ 

その他 ２ ２２．２％ 

 合 計 ９ １００．０％ 

取得方法は、「賃貸借」が７件（７７．８％）、「その他」は２件（２２．２％）であっ

た。「その他」には他課で所管しているＡＥＤを借用する等が含まれている。 

 (32) ＡＥＤの小児への対応 

回 答 項 目 台数 割合 

対応している ２７ １００．０％ 

対応していない ０ ０．０％ 

 合 計 ２７ １００．０％ 

 小児への対応については、設置されている全てのＡＥＤが「対応している」と回答して 

いた。 

  



 

 

－３１－ 

 

(33) 「ＡＥＤの適正配置に関するガイドライン」の内容について 

回 答 項 目 件数 割合 

認識している ８ ８０．０％ 

認識していない ０ ０．０％ 

未回答 ２ ２０．０％ 

 合 計 １０ １００．０％ 

厚生労働省が通知しているガイドラインの内容について「認識している」件数は８件

（８０．０％）であった。「未回答」件数は２件（２０．０％）で、ＡＥＤを未設置と回

答したイベント分である。 

(34) 令和元年度におけるイベントでのＡＥＤ使用実績の有無 

回 答 項 目 件数 割合 

あり ２ ２５．０％ 

なし ６ ７５．０％ 

 合 計 ８ １００．０％ 

ＡＥＤ使用実績が「あり」と回答した件数は２件（２５．０％）、「なし」と回答した件

数は６件（７５．０％）だった。 


